
だ！よ！り！　vol.25

お問い合わせ

メール：fes-info@fes-project.com 
公式LINE登録はこちらのQRコードからお願いします。

スタッフ交流会

2025年 2･3月号

HPはこちらの
QRコードから

FOR EVERYONE STUDY　広報部

オンラインゲーム交流会

スタッフ活動の感想：井桁さん 保護者向けアンケート結果

　活動を始める前、担当する子が決まった時はうま
くコミュニケーションを取れるのか、この子の力に
なれるか、不安でした。

　お世話になっております。今回は、アニメ、ドラマなどの映像作品に触れる機
会があるかどうか、という質問への回答結果をご紹介させていただきます。

　しかし、積極的に好きなものの話を聞いたり、ゲ
ームを一緒にやったりしてだんだん打ち解け、笑顔
を見せてくれることも多くなりました。ロブロック
スやお絵描き、ジェスチャーゲーム等、様々なこと
を一緒に楽しみました。

　毎日視聴する、一週間に数回程度の方が９割程度で、残りの１割の方が一か月
に数回程度視聴するという結果でした。
　近年、インターネットが普及する中、テレビの他にYouTubeやインスタグラム
といったSNSに触れる機会が大変多くなっていると思います。
　インターネットを使用する上でのルールを守ったうえ、有効に活用できれば、
こどもだけではなく大人も日々、新しいことに挑戦できるのではないかと思いま
す。
　アンケートのご協力ありがとうございました。次回のアンケートも、ご協力い
ただければと思います。

　今回、初めて実行委員側ではなく、一参加者とし
て参加しました。
　自分が見知ったメンバーだけではなく、はじめて
顔を合わせたメンバーと交流する機会になったこと
がとてもよかったなと感じました。また、今回は自
作したアイスブレイクではなく、ラウンジというツ
ールを用いてゲームをしたことにより、リラックス
した状態で望めました。
　みんなの素が見られ、距離を縮めるきっかけにな
ったとても有意義な時間でした。

　あと数回で今担当している子との活動は一度終了
となりますが、残りも精一杯、居場所であれるよう
頑張りたいと思います。

　月に1回、小学生からスタッフの学生までオンラインにて年齢関
係なく一緒にゲームを楽しんでいます。
恒例となっているラウンジでは、最近「カタセツ」を遊びまし
た。(「カタセツ」とは、カタカナや英語を使わないでカタカナ語
を説明するゲームです。)
　基本問題では即答できてしまう！ということで、ちょっと上級
編に初挑戦しました。私にとっては「ちょっと」じゃなく難しか
ったので、早々に「一文字目か、文字数を教えて！」と大ヒント
を求めてみましたが、（スルーされて）こどもたちは悩み抜いて
正解に辿り着いていました。粘り強さ、見習わなければ。。
　毎月、私も童心に戻って楽しんでいるので、この時間を楽しみ
に過ごしています！


